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■旬の青果物が続 と々出荷スタート！

■深川市の小学生たちが田植え体験学習！

■新宿高島屋　ふかがわまいPR

■あみてぃえ第１講開催

■北ブロック青年部　第50回球技大会
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　6月７日に北竜ひまわりすいかの初出荷が行われました！
　写真は、初出荷を行った高田秋光組合長と杉本克裕さんです♪　

➡記事の詳細は2ページ

～ 今月のヘッドライン ～JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！
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６
月
８
日
、
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
形

が
特
徴
の
小
玉
す
い
か
「
マ
ダ
ー
ボ

ー
ル
」
の
出
荷
が
雨
竜
野
菜
集
出
荷

施
設
で
始
ま
っ
た
。

　
き
た
そ
ら
ち
マ
ダ
ー
ボ
ー
ル
生
産

組
合
（
佐
々
木
健
一
組
合
長
、
４
戸
）

の
髙
田
芳
敬
さ
ん
が
計
10
ケ
ー
ス（
３

玉
か
ら
４
玉
入
り
）
を
出
荷
し
た
。

　
今
年
は
、
順
調
に
作
業
が
進
み
昨

年
に
比
べ
４
日
早
い
出
荷
と
な
っ
た
。

糖
度
は
12
度
と
出
荷
基
準
を
満
た
し

た
も
の
が
持
ち
込
ま
れ
た
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と
出
荷
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準
を
満
た
し

た
も
の
が
持
ち
込
ま
れ
た
。

　
髙
田
さ
ん
の
長
男 

敬
大
さ
ん
は

「
気
温
が
低
い
日
が
続
き
定
植
の
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
が
、
寒
暖
差
の
影
響

で
糖
度
が
高
く
な
っ
た
。
今
年
も
気

温
が
暑
く
な
っ
て
い
く
と
聞
く
た
め
、

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け

て
作
業
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
」

と
笑
顔
で
話
す
。
ま
た
佐
々
木
組
合

長
も
「
暑
い
時
の
水
分
補
給
と
し
て
、

消
費
者
の
皆
さ
ま
に
は
積
極
的
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
た
。

　
翌
９
日
は
、
札
幌
み
ら
い
中
央
青

果
株
式
会
社
（
札
幌
）
で
の
初
せ
り

に
よ
り
取
引
さ
れ
た
。「
マ
ダ
ー
ボ
ー

ル
」は
、同
生
産
組
合
が
50
ａ
で
栽
培
。

出
荷
は
10
月
上
旬
ま
で
続
き
、
７
月

中
・
下
旬
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
今

年
は
２
，
５
０
０
ケ
ー
ス
の
出
荷
、

約
９
１
０
万
円
の
売
上
げ
を
見
込
む
。
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特
産
の
果
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が
黄
色
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「
ひ
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わ
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が
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こ
の
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、
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も
無
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た
。
今
後
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現
在
受
け
入
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る
３
名
の
研

修
生
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営
農
技
術
の
指
導
や
、
全
体

の
作
付
面
積
を
維
持
・
拡
大
を
し
な

が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
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今
年
は
生
産
者
18
戸
（
深
川
・
雨
竜
・

北
竜
）
が
作
付
け
し
、
徐
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に
出
荷
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数

も
増
え
、
９
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頃
に
出
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の
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を
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通
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一
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（
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が
、
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24
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を

出
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。
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苺
の
す
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あ
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ね
は
さ

わ
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酸
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ケ
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キ
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当
産
地
の
ピ
ー
マ
ン
は
「
ピ
ク
シ
ー
」

と
い
う
品
種
で
、
果
肉
は
や
や
厚
め
で
炒

め
て
も
食
感
が
良
く
、
他
の
ピ
ー
マ
ン
に

比
べ
苦
味
成
分
（
ク
エ
ル
シ
ト
リ
ン
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が

少
な
く
子
供
に
も
食
べ
や
す
い
品
種
と
な

っ
て
い
る
。
札
幌
・
旭
川
・
滝
川
の
市
場

へ
向
け
て
10
月
下
旬
ま
で
出
荷
が
続
く
。

　
６
月
５
日
よ
り
、
さ
や
い
ん
げ
ん
（
ピ

テ
ナ
）の
出
荷
が
始
ま
っ
た
。こ
の
日
は
、

き
た
そ
ら
ち
蔬
菜
生
産
組
合
（
松
田
力
組

合
長
）
の
岡
村
美
希
さ
ん
（
雨
竜
地
区
）

よ
り
、
１
ケ
ー
ス
が
出
荷
さ
れ
た
。
昨
年

よ
り
３
日
早
い
出
荷
と
な
っ
た
。
い
ん
げ

ん
は
特
に
関
西
の
市
場
で
高
値
取
引
さ
れ

て
お
り
、
京
都
や
大
阪
の
高
級
料
亭
で
は

あ
し
ら
い
と
し
て
料
理
に
彩
を
添
え
る
食

材
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
る
。

　
当
産
地
の
ピ
ー
マ
ン
は
「
ピ
ク
シ
ー
」

と
い
う
品
種
で
、
果
肉
は
や
や
厚
め
で
炒

め
て
も
食
感
が
良
く
、
他
の
ピ
ー
マ
ン
に

比
べ
苦
味
成
分
（
ク
エ
ル
シ
ト
リ
ン
）
が

少
な
く
子
供
に
も
食
べ
や
す
い
品
種
と
な

っ
て
い
る
。
札
幌
・
旭
川
・
滝
川
の
市
場

へ
向
け
て
10
月
下
旬
ま
で
出
荷
が
続
く
。

　
６
月
５
日
よ
り
、
さ
や
い
ん
げ
ん
（
ピ

テ
ナ
）の
出
荷
が
始
ま
っ
た
。こ
の
日
は
、

き
た
そ
ら
ち
蔬
菜
生
産
組
合
（
松
田
力
組

合
長
）
の
岡
村
美
希
さ
ん
（
雨
竜
地
区
）

よ
り
、
１
ケ
ー
ス
が
出
荷
さ
れ
た
。
昨
年

よ
り
３
日
早
い
出
荷
と
な
っ
た
。
い
ん
げ

ん
は
特
に
関
西
の
市
場
で
高
値
取
引
さ
れ

て
お
り
、
京
都
や
大
阪
の
高
級
料
亭
で
は

あ
し
ら
い
と
し
て
料
理
に
彩
を
添
え
る
食

材
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
る
。

↑出荷されたきゅうり

↑出荷されたさやいんげん

↑出荷された夏秋苺

↑出荷されたグリーンピーマン

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（3）（3）



5月18日一已小学校(農業センター) 5月19日音江小学校(農業センター)

5月19日深川小学校(農業センター) 5月21日北新小学校(松本孝一氏圃場)

5月25多度志小学校(川端健太氏圃場) 5月27日納内小学校(㈱岡田ファーム圃場)

　
５
月
下
旬
、
深
川
市
内
小
学
校
５

校
に
よ
る
田
植
え
体
験
学
習
が
今
年

も
行
わ
れ
た
。
同
市
で
は
地
域
に
根

ざ
し
た
特
色
あ
る
教
育
の
一
環
と
し

て
、
小
学
生
を
対
象
に
水
稲
の
農
業

体
験
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
子
ど
も
達
は
、市
職
員
や
組
合
員
、

Ｊ
Ａ
青
年
部
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
組
合
員
宅
、
深
川
市
農
業
セ
ン

タ
ー
の
圃
場
で
田
植
え
を
体
験
し

た
。
終
了
後
「
楽
し
か
っ
た
！
」「
難

し
か
っ
た
！
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
田

植
え
体
験
の
感
想
を
元
気
よ
く
語
っ

た
。

　
こ
の
後
水
稲
の
生
育
に
つ
い
て
学

び
、秋
に
は
収
穫
体
験
を
行
う
予
定
。

【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

深
川
市
内
小
学
生

田
植
え
体
験
！

子
ど
も
達
の
田
植
え
体
験
記

（4）（4）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



5/205/20　
音
江
中
央
保
育
園
（
篠
原
い
ず
み

園
長
）
の
園
児
６
人
と
北
光
保
育
園

（
浅
利
法
子
園
長
）
の
園
児
12
人
を
対

象
に
バ
ケ
ツ
稲
を
活
用
し
た
食
育
活

動
が
行
わ
れ
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
長
野
靖
一
已
地
区

代
表
理
事
か
ら
提
供
を
受
け
た
「
ふ

っ
く
り
ん
こ
」
の
苗
を
使
い
土
と
水

を
混
ぜ
合
わ
せ
る
「
代
掻
き
」
を
体

験
し
た
後
、
丁
寧
に
苗
を
植
え
付
け

た
。

　
音
江
中
央
保
育
園
（
篠
原
い
ず
み

園
長
）
の
園
児
６
人
と
北
光
保
育
園

（
浅
利
法
子
園
長
）
の
園
児
12
人
を
対

象
に
バ
ケ
ツ
稲
を
活
用
し
た
食
育
活

動
が
行
わ
れ
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
長
野
靖
一
已
地
区

代
表
理
事
か
ら
提
供
を
受
け
た
「
ふ

っ
く
り
ん
こ
」
の
苗
を
使
い
土
と
水

を
混
ぜ
合
わ
せ
る
「
代
掻
き
」
を
体

験
し
た
後
、
丁
寧
に
苗
を
植
え
付
け

た
。

　
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
園
児
た

ち
は「
土
を
混
ぜ
る
の
が
楽
し
い
」「
早

く
お
米
が
食
べ
た
い
」
な
ど
元
気
な

声
を
上
げ
て
い
た
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
職
員

か
ら 

” 

お
米
づ
く
り
に
は
水
と
太
陽

が
大
切 

“
と
説
明
を
受
け
、
稲
の
生

育
に
必
要
な
環
境
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
今
後
は
園
児
た
ち
が
水
や
り
な
ど

を
行
い
な
が
ら
成
長
を
見
守
り
、
稲

刈
り
や
脱
穀
、
実
食
ま
で
体
験
す
る

予
定
で
、
食
や
農
業
へ
の
関
心
を
深

め
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　【
営
農
企
画
課
　
高
桑
】

　
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
園
児
た

ち
は「
土
を
混
ぜ
る
の
が
楽
し
い
」「
早

く
お
米
が
食
べ
た
い
」
な
ど
元
気
な

声
を
上
げ
て
い
た
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
職
員

か
ら 

” 

お
米
づ
く
り
に
は
水
と
太
陽

が
大
切 

“
と
説
明
を
受
け
、
稲
の
生

育
に
必
要
な
環
境
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
今
後
は
園
児
た
ち
が
水
や
り
な
ど

を
行
い
な
が
ら
成
長
を
見
守
り
、
稲

刈
り
や
脱
穀
、
実
食
ま
で
体
験
す
る

予
定
で
、
食
や
農
業
へ
の
関
心
を
深

め
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　【
営
農
企
画
課
　
高
桑
】

バ
ケ
ツ
稲
で
食
育
学
習

バ
ケ
ツ
稲
で
食
育
学
習

バ
ケ
ツ
稲
で
食
育
学
習

バ
ケ
ツ
稲
で
食
育
学
習

6/116/11　
青
年
部
雨
竜
支
部
は
「
雨
竜
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
」
の
田
植
え
作
業
を
行
っ

た
。
今
年
で
18
回
目
と
な
る
こ
の
取

り
組
み
は
、
毎
年
同
町
立
雨
竜
小
学

校
の
６
年
生
が
ア
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン

考
案
し
て
お
り
、
今
年
の
干
支
で
あ

る
馬
の
デ
ザ
イ
ン
に
決
ま
っ
た
。

　
こ
の
日
は
、
部
員
16
人
や
同
町
職

員
、
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
、Ｊ
Ａ
職
員

な
ど
が
手
作
業
で
田
植
え
を
行
い
、

指
示
役
の
部
員
に
植
え
る
場
所
を
確

認
し
な
が
ら
、
緑
の
「
な
な
つ
ぼ
し
」

と
黄
、
白
、
赤
の
計
４
色
の
苗
を
一

列
ず
つ
植
え
た
。

　
青
年
部
雨
竜
支
部
は
「
雨
竜
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
」
の
田
植
え
作
業
を
行
っ

た
。
今
年
で
18
回
目
と
な
る
こ
の
取

り
組
み
は
、
毎
年
同
町
立
雨
竜
小
学

校
の
６
年
生
が
ア
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン

考
案
し
て
お
り
、
今
年
の
干
支
で
あ

る
馬
の
デ
ザ
イ
ン
に
決
ま
っ
た
。

　
こ
の
日
は
、
部
員
16
人
や
同
町
職

員
、
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
、Ｊ
Ａ
職
員

な
ど
が
手
作
業
で
田
植
え
を
行
い
、

指
示
役
の
部
員
に
植
え
る
場
所
を
確

認
し
な
が
ら
、
緑
の
「
な
な
つ
ぼ
し
」

と
黄
、
白
、
赤
の
計
４
色
の
苗
を
一

列
ず
つ
植
え
た
。

　
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
し
た
児

童
12
人
も
目
印
を
頼
り
に
部
員
と
協

力
し
な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ
苗
を
植
え

た
。
半
日
か
け
て
10
ａ
の
水
田
に
約

１
万
４
０
０
０
株
の
苗
を
植
え
て
絵

を
完
成
さ
せ
た
。

　
同
支
部
の
藤
田
涼
太
郎
支
部
長
は

「
子
ど
も
た
ち
が
慣
れ
た
手
つ
き
で
田

植
え
作
業
を
進
め
た
た
め
、
ス
ム
ー

ズ
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

月
末
に
は
、
う
り
ゅ
う
米
の
販
売
促

進
活
動
も
あ
る
た
め
、
長
年
続
け
て

い
る
活
動
を
絶
や
さ
ず
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
話
す
。
圃
場
横
に
は

全
体
を
見
下
ろ
せ
る
や
ぐ
ら
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
７
月
中
旬
か
ら
見
頃

を
迎
え
る
。　【

営
農
企
画
課
　
戸
島
】

　
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
し
た
児

童
12
人
も
目
印
を
頼
り
に
部
員
と
協

力
し
な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ
苗
を
植
え

た
。
半
日
か
け
て
10
ａ
の
水
田
に
約

１
万
４
０
０
０
株
の
苗
を
植
え
て
絵

を
完
成
さ
せ
た
。

　
同
支
部
の
藤
田
涼
太
郎
支
部
長
は

「
子
ど
も
た
ち
が
慣
れ
た
手
つ
き
で
田

植
え
作
業
を
進
め
た
た
め
、
ス
ム
ー

ズ
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

月
末
に
は
、
う
り
ゅ
う
米
の
販
売
促

進
活
動
も
あ
る
た
め
、
長
年
続
け
て

い
る
活
動
を
絶
や
さ
ず
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
話
す
。
圃
場
横
に
は

全
体
を
見
下
ろ
せ
る
や
ぐ
ら
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
７
月
中
旬
か
ら
見
頃

を
迎
え
る
。　【

営
農
企
画
課
　
戸
島
】

雨
竜
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

田
植
え
作
業
を
実
施

雨
竜
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

田
植
え
作
業
を
実
施

雨
竜
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

田
植
え
作
業
を
実
施

雨
竜
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

田
植
え
作
業
を
実
施

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（5）（5）



き
た
そ
ら
ち
レ
ポ
ー
ト

き
た
そ
ら
ち
レ
ポ
ー
ト

5/26

4/16

　
深
川
支
所
一
已
地
区
で
、(

株)

ロ
ー

ソ
ン
北
海
道
支
社
の
田
植
え
体
験
会
が
開

か
れ
た
。

　
道
内
「
ま
ち
か
ど
厨
房
」
に
て
「
ふ
っ

く
り
ん
こ
」
を
取
り
扱
う
ロ
ー
ソ
ン
の
社

員
が
実
際
の
生
産
現
場
に
触
れ
て
農
作
業

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
商
品
の
魅
力
を
発

見
し
、
ご
飯
を
軸
と
し
た
販
売
促
進
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
。
33
人
の
ロ

ー
ソ
ン
社
員
や
店
舗
オ
ー
ナ
ー
が
参
加
し

た
。

　
田
植
え
の
前
段
で
は
、
ホ
ク
レ
ン
岩
見

沢
支
所
の
職
員
に
よ
る
「
北
海
道
米
に
つ

い
て
」
の
講
習
を
受
け
、
そ
の
後
、
ふ
か

が
わ
ま
い
生
産
組
合
の
伊
藤
裕
美
組
合
長

の
圃
場
で
田
植
え
体
験
を
行
っ
た
。
参
加

者
は
「
農
業
は
力
仕
事
だ
け
と
思
っ
て
い

た
が
、
今
回
田
植
え
体
験
を
し
て
楽
し
い

と
感
じ
、
新
た
な
発
見
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
答
え
た
。

　【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

　
北
竜
町
の
国
道
２
７
５
号
沿
い
で
『
ひ

ま
わ
り
ロ
ー
ド
』
の
播
種
作
業
が
行
わ
れ

た
。

　
６
月
に
入
っ
て
か
ら
降
雨
の
影
響
に
よ

り
、
例
年
に
比
べ
約
１
週
間
遅
れ
て
の
実

施
と
な
っ
た
が
、
道
の
駅
「
サ
ン
フ
ラ
ワ

ー
北
竜
」
か
ら
北
側
に
か
け
て
、
約
１
・

５
㎞
の
区
間
、
総
面
積
３
４
７
ａ
に
及
ぶ

範
囲
に
ひ
ま
わ
り
の
種
が
播
か
れ
た
。

　
今
後
、
順
調
に
生
育
が
進
め
ば
、
見
頃

は
例
年
通
り
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
頃

に
な
る
見
込
み
。
北
竜
町
の
夏
を
象
徴
す

る
ひ
ま
わ
り
が
黄
色
く
咲
き
誇
る
様
子

は
、
国
道
２
７
５
号
を
通
る
人
々
の
目
に

留
ま
る
ほ
ど
鮮
や
か
な
景
色
と
な
る
。
今

年
の
夏
も
ド
ラ
イ
ブ
の
道
中
や
観
光
の
際

に
ぜ
ひ
「
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
北
竜
支
所
　
河
端
】

（
株
）ロ
ー
ソ
ン
北
海
道
支
社

田
植
え
体
験
会

「
北
竜
町
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
」

播
種
作
業
を
実
施

（6）（6）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



6/1

6/5

　
一
已
中
学
校
３
年
生
（
58
人
）
が
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
活
用
し
、
農
業
や
食

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
サ

ツ
マ
イ
モ
の
定
植
作
業
を
体
験
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、Ｊ
Ａ
き
た
そ

ら
ち
青
果
部
職
員
の
指
導
の
も
と
、
畝
づ

く
り
か
ら
マ
ル
チ
張
り
、
苗
の
定
植
ま
で

を
行
っ
た
。
ス
コ
ッ
プ
で
土
を
掘
る
と
い

う
慣
れ
な
い
作
業
に
苦
労
す
る
様
子
も
見

ら
れ
た
が
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
熱
心

に
作
業
を
進
め
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
土
が
硬
く
て
掘
る
作
業

が
大
変
だ
っ
た
」
「
暑
く
て
大
変
だ
っ
た

が
収
穫
が
楽
し
み
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
、
農
業
の
苦
労
や
食
べ
物
の
大
切
さ
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

　
今
後
は
除
草
作
業
な
ど
の
管
理
を
行
い

な
が
ら
生
育
を
見
守
り
、
秋
に
は
収
穫
を

予
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
サ
ツ
マ
イ

モ
を
使
っ
た
調
理
体
験
も
実
施
し
栽
培
か

ら
収
穫
、
消
費
ま
で
の
過
程
を
学
ぶ
。

　
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
は
食
農
教
育
活
動
を

通
じ
て
、
地
域
の
子
供
た
ち
の
農
業
へ
の

理
解
促
進
と
食
へ
の
関
心
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
【
営
農
企
画
課
　
高
桑
】

　
き
た
そ
ら
ち
胡
瓜
生
産
組
合
は
、
北
空

知
圏
学
校
給
食
組
合(

組
合
長
・
田
中
昌

幸
深
川
市
長)

へ
深
川
産
キ
ュ
ウ
リ
を
贈

呈
し
た
。

　
こ
の
贈
呈
は
令
和
５
年
に
始
ま
り
、
今

年
で
４
回
目
と
な
る
。
同
生
産
組
合
の
川

村
正
人
組
合
長
は「
暑
い
夏
が
来
る
た
め
、

身
体
の
水
分
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
る
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
な
キ
ュ
ウ
リ

を
給
食
や
自
宅
で
も
食
べ
て
欲
し
い
」
と

話
し
た
。

　
田
中
市
長
は
、「
４
年
続
け
て
の
贈
呈
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も

子
ど
も
達
に
美
味
し
い
キ
ュ
ウ
リ
を
食
べ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
誠
に
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
川
村
組
合

長
へ
感
謝
状
を
手
渡
し
た
。

　
今
年
は
、
期
間
を
増
や
し
７
月
に
は
１

０
０
㎏
、
８
月
と
９
月
に
は
合
計
約
２
５

０
㎏
と
計
３
５
０
㎏
を
提
供
し
、
北
空
知

管
内
の
小
中
学
校
15
校
の
学
校
給
食
の
食

材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
予
定
。

　【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

第
４
回
キ
ュ
ウ
リ
贈
呈
式

き
た
そ
ら
ち
胡
瓜
生
産
組
合

食
と
農
を
学
ぶ
　

サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
ス
タ
ー
ト

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（7）（7）



5/22～25

6/11

　
深
川
市
商
工
労
働
観
光
課
と
当
Ｊ
Ａ

は
、
新
宿
高
島
屋
（
東
京
都
）
の
北
海
道

物
産
展
で
、
ふ
か
が
わ
ま
い
の
Ｐ
Ｒ
と
ふ

る
さ
と
納
税
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ

た
。

　
５
月
22
日
か
ら
25
日
の
４
日
間
で
行
わ

れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
な
な
つ
ぼ
し
」

「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
の
す
く
い
取
り
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
深
川
市
ふ
る
さ
と
納
税

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
登
録
さ
れ
た
方
に
ゆ
め

ぴ
り
か
３
０
０ｇ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　
結
果
、
す
く
い
取
り
で

２
７
５
回
行
わ
れ
た
。

　
な
お
、同
会
場
で
４
月
に
行
わ
れ
た（
一

社
）新
宿
観
光
振
興
協
会
が
主
催
す
る「
ご

飯
が
と
ま
ら
な
い
！
伝
統
の
お
と
も
特

集
」に
も
出
店
し
て
お
り
、２
カ
月
間
で
、

多
く
の
方
に
ふ
か
が
わ
ま
い
の
魅
力
を
知

っ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　【
深
川
支
所
　
吉
田
】

　
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
（
株
）
が
、
生
産

者
に
日
頃
の
感
謝
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

現
場
の
声
を
直
接
伺
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
こ
だ
わ
り
カ
レ
ー
産
地
交
流
会
が
当

Ｊ
Ａ
本
所
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
交
流
会
で
は
、ホ
ク
レ
ン
、（
株
）

メ
イ
ワ
パ
ッ
ク
ス
、（
株
）
サ
タ
ケ
の
担

当
者
お
よ
び
当
Ｊ
Ａ
職
員
の
計
17
名
が
集

ま
り
、
約
３
０
０
食
分
の
カ
レ
ー
用
の
野

菜
や
肉
を
調
理
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
カ

レ
ー
は
、
当
Ｊ
Ａ
本
所
の
会
議
室
で
約
２

０
０
人
へ
無
料
配
布
さ
れ
た
ほ
か
、
ト
ッ

ピ
ン
グ
と
し
て
か
ら
揚
げ
、
コ
ロ
ッ
ケ
、

え
び
フ
ラ
イ
、ト
ン
カ
ツ
も
用
意
さ
れ
た
。

　
参
加
し
た
水
稲
生
産
者
や
青
年
部
員
ら

は
、
大
盛
り
に
し
た
り
、
え
び
フ
ラ
イ
カ

レ
ー
に
し
た
り
と
、
思
い
思
い
の
食
べ
方

で
カ
レ
ー
を
味
わ
っ
て
い
た
。

　
参
加
し
た
人
た
ち
か
ら
は
「
ト
ッ
ピ
ン

グ
も
あ
り
、
と
て
も
豪
華
で
お
い
し
か
っ

た
」
と
の
声
が
あ
り
、
お
か
わ
り
に
訪
れ

た
参
加
者
に
対
し
て
、
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ

ス
の
社
員
は
「
お
か
わ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
く
れ
て
う

れ
し
い
で
す
」
と
喜
び
を
表
し
て
い
た
。

【
営
農
企
画
課
　
坪
】

初
夏
の
北
海
道
物
産
展
に
て

ふ
か
が
わ
ま
い
Ｐ
Ｒ

新
宿
高
島
屋

こ
だ
わ
り
カ
レ
ー

産
地
交
流
会
開
催

（8）（8）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



6/15
　
６
月
15
日
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大

学
カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え
６
期
生
の
第
１

講
が
開
催
さ
れ
、
16
人
が
出
席
し
た
。

　
午
前
中
は
、
初
め
に
北
空
知
広
域
連
花

き
セ
ン
タ
ー
で
花
き
の
出
荷
の
様
子
を
見

学
し
た
。
積
み
上
が
っ
た
段
ボ
ー
ル
に
貼

ら
れ
た
用
紙
に
出
荷
先
が
印
字
さ
れ
て
お

り
、
北
空
知
の
花
の
う
ち
93
・
５
％
が
道

外
（
主
に
関
東
、
関
西
）
へ
出
荷
さ
れ
て

い
る
。
実
際
に
箱
詰
め
さ
れ
た
ダ
リ
ア
や

ヒ
マ
ワ
リ
を
見
る
と
感
動
の
声
を
上
げ

た
。

　
次
に
青
果
部
選
果
場
で
ア
ス
パ
ラ
選
果

や
き
ゅ
う
り
の
選
果
の
様
子
を
見
学
し

た
。
き
ゅ
う
り
は
機
械
で
サ
イ
ズ
を
仕
分

け
し
た
後
は
手
作
業
で
箱
に
詰
め
ら
れ
て

い
た
。
き
ゅ
う
り
の
選
別
や
箱
作
り
に
は

外
国
人
派
遣
労
働
者
や
農
福
連
携
に
よ
る

福
祉
施
設
利
用
者
の
力
を
借
り
て
お
り
、

テ
キ
パ
キ
と
作
業
を
し
て
い
た
。
ま
た
、

今
回
は
Ｊ
Ａ
が
選
別
・
箱
詰
を
行
う
共
選

を
見
学
し
た
が
、
青
果
部
施
設
課
が
運
営

す
る
道
の
駅
直
売
所
ｅ
ｃ
ｉ
Ｒ
で
は
生
産

者
が
選
別
・
箱
詰
を
行
う
個
選
品
目
が
並

ん
で
お
り
、
旬
菜
部
会
が
自
ら
陳
列
も
行

う
こ
と
も
説
明
を
受
け
、
参
加
者
は
「
深

川
の
直
売
所
の
野
菜
を
生
産
者
が
並
べ

て
い
る
の
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
驚
い

た
。

　
午
後
か
ら
は『
元
気
村
・
夢
の
農
村
塾
』

会
員
で
あ
る
、一
已
地
区
の（
株
）Ｇ
Ｔ（
代

表
取
締
役
　
神
尾
誠
氏
）
で
同
会
が
行
っ

て
い
る
活
動
内
容
や
過
去
に
受
け
入
れ
て

き
た
学
生
た
ち
の
農
業
体
験
の
様
子
を
聞

い
た
。
最
後
に
、
神
尾
氏
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
で
ス
タ
ー
チ
ス
シ
ヌ
ア
ー
タ
の
収
穫

体
験
を
行
っ
た
。
参
加
者
た
ち
は
手
作
業

で
の
収
穫
に
、
花
き
生
産
者
の
大
変
さ
を

学
び
、「
貴
重
な
農
業
体
験
を
通
し
て
道

外
の
学
生
た
ち
が
農
業

の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

る
機
会
と
な
る
『
夢
の

農
村
塾
』
の
活
動
を
知

る
こ
と
が
出
来
て
よ
か

っ
た
」
と
話
す
。

【
営
農
企
画
課
　
石
野
】

5/27
　
春
資
材
・
農
機
展
示
即
売
会
が
本
所
資

材
セ
ン
タ
ー
前
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に

は
、
散
布
機
や
刈
払
機
な
ど
が
お
か
れ
、

来
場
し
た
組
合
員
は
全
体
的
に
展
示
を
見

て
回
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
た
。

　
特
に
、草
刈
機
の
種
類
が
豊
富
に
あ
り
、

バ
ッ
テ
リ
ー
式
と
燃
料
式
の
二
種
類
が
展

示
さ
れ
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
刈
り
取
り
で
き

る
バ
ッ
テ
リ
ー
式
は
、
燃
料
式
に
比
べ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
し
や
す
く
、
女
性
で
も
使

い
や
す
い
と
メ
ー
カ
ー
職
員
は
語
っ
た
。

【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

夏
の
作
業
に
向
け
た

資
材
展
示
即
売
会
開
催

カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え
６
期
生

第
１
講
「
日
帰
り
研
修
〜
施
設
見
学
と

『
夢
の
農
村
塾
』
生
産
者
訪
問
」
開
催

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（9）（9）



6/11

6/12

4/8

　
６
月
11
日
、
令
和
８
年
度
「
北
育
ち
元

気
塾
」
の
第
３
回
研
修
会
が
拓
殖
大
学
北

海
道
短
期
大
学
で
開
催
さ
れ
、
塾
生
19
人

が
出
席
し
た
。
同
校
非
常
勤
講
師
で
あ
る

堀
田
治
邦
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
病
害
虫

の
基
礎
知
識
」
と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ

た
。

　
講
義
で
は
、
堀
田
氏
が
研
究
の
中
で
撮

影
し
た
病
害
症
状
や
原
因
と
な
る
害
虫
の

写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
害
虫
た

ち
を
防
除
す
る
た
め
に
必
要
な
方
法
と
し

て
、
発
生
し
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
行
う

「
耕
種
的
防
除
」、防
虫
ネ
ッ
ト
な
ど
の「
物

理
的
防
除
」、
害
虫
の
天
敵
を
導
入
す
る

「
生
物
的
防
除
」、
農
薬
を
使
用
す
る
「
化

学
的
防
除
」
と
い
っ
た
大
き
く
分
け
て
四

つ
の
防
除
法
を

学
ん
だ
。

　
出
席
し
た
塾
生
は
「
防
除
で
使
用
す
る

農
薬
の
種
類
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。
水
溶
剤
や
粒
剤
な
ど
メ
ジ
ャ

ー
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
テ
ー
プ
剤
や
家

庭
菜
園
用
の
エ
ア
ゾ
ル
な
ど
、
初
め
て
知

る
農
薬
も
写
真
付
き
で
見
ら
れ
て
勉
強
に

な
っ
た
」
と
話
し
た
。

【
営
農
企
画
課
　
石
野
】

　
雨
竜
支
所
年
金
友
の
会

（
吉
見
　
正
弘
会
長
）
が

定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
吉
見
会

長
は
「
会
員
数
が
減
少
傾

向
の
中
、
昨
年
も
行
事
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
感
謝

申
し
上
げ
る
。
本
年
も
温

泉
湯
治
等
、
企
画
を
し
て
い
る
の
で
、
た

く
さ
ん
の
会
員
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し

た
い
」
と
挨
拶
。
議
案
承
認
後
の
宴
で
は

ビ
ン
ゴ
大
会
が
行
わ
れ
、
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
。

　
な
お
、
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
左
記
の

通
り
と
な
っ
た
。

　
会
　
長
　
吉
見
　
正
弘

　
副
会
長
　
山
岸
　
隆
典
（
新
任
）

　
理
　
事
　
瀬
川
　
正
義
　
　

　
　
　
　
　
伊
藤
　
憲
彰

　
監
　
事
　
清
水
　
由
雄

　
　
　
　
　
菅
井
　
清
茂

【
金
融
共
済
雨
竜
支
所
　
小
野
寺
】

　
令
和
７
年
度
の
農
業
者
年
金
加
入
推
進

活
動
に
対
し
、
令
和
７
年
度
農
業
者
年
金

基
金
理
事
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　
新
規
加
入
者
部
門
【
全
国
８
位
】
青
年

層
（
20
歳
〜
39
歳
）【
全
国
５
位
】

　
農
業
者
年
金
基
金
理
事
長
賞
は
農
業
者

年
金
の
加
入
促
進
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
加
入
者
数
上
位
の
団
体
に
表
彰
さ

れ
る
。

　
今
後
も
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定
に

寄
与
す
る
た
め
に
農
業
者
向
け
の
公
的
年

金
で
あ
る
農
業
者
年
金
の
普
及
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　【
融
資
課
　
一
戸
】

令
和
８
年
度「
北
育
ち
元
気
塾
」

第
３
回
研
修
会
　
開
催

第
27
回
定
期
総
会
開
催

雨
竜
支
所
年
金
友
の
会

令
和
７
年
度

農
業
者
年
金
基
金

理
事
長
賞
受
賞

（10）（10）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



4/20～5/1

5/27～6/3

　
４
月
20
日
か
ら
５
月
１
日
、
ホ
ク
レ
ン

農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
新
採
用
職
員
　

島
大
翔
さ
ん
、藤
垣
柊
平
さ
ん
、野
村
菜
々

子
さ
ん
の
３
人
が
農
協
実
習
を
行
っ
た
。

　
実
習
内
容
は
、
ホ
ク
レ
ン
事
業
と
関
わ

る
部
署
で
の
作
業
、
深
川
支
所
育
苗
巡
回

へ
の
同
行
の
ほ
か
農
家
実
習
と
し
て
一
已

地
区
の
松
田
直
人
理
事
宅
に
お
い
て
牛
舎

内
の
清
掃
、
給
餌
作
業
な
ど
を
行
っ
た
。

　
実
習
を
終
え
た
感
想
と
し
て「
生
産
者
、

Ｊ
Ａ
職
員
・
ホ
ク
レ
ン
の
関
わ
り
方
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
今
後
に

活
か
し
た
い
」「
実
習
を
通
し
て
地
域
に

密
着
し
な
が
ら
組
合
員
の
方
々
を
支
え
て

い
る
Ｊ
Ａ
の
役
割
の
大
き
さ
を
実
感
し

た
」「
生
産
者
と
の
関
わ
り
方
や
信
頼
関

係
を
築
く
様
子
を
見
て
、
知
識
だ
け
で
は

な
く
相
手
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
心
掛
け
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
こ
の
実
習
で
の
経
験
を
活
か
し
、
今
後

は
道
内
外
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

　【
人
事
課
　
墓
田
】

　
幌
加
内
支
所
で
は
５
月
27
日
か
ら
６
月

３
日
の
６
日
間
に
渡
り
、
担
当
職
員
が
地

区
別
で
生
産
者
の
元
へ
訪
問
し
、
出
荷
契

約
の
手
続
き
を
行
っ
た
。
職
員
が
直
接
ほ

場
や
ご
自
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
で
、
本
年

度
の
作
付
状
況
や
生
育
状
況
な
ど
と
い
っ

た
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
生
産
者
一

人
ひ
と
り
の
思
い
や
課
題
に
つ
い
て
も
触

れ
、
出
荷
数
量
や
品
質
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　
幌
加
内
地
区
生
産
者
の
み
な
さ
ま
か
ら

は
「
訪
問
し
て
く
れ
る
こ
と
で
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
環
境
で
栽
培
状
況
や
資
材
関
係
に

つ
い
て
気
軽
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
い
っ
た
声
を
頂
け
た
。
幌
加
内
支

所
で
は
今
後
も
生
産
者
の
み
な
さ
ま
と
の

対
話
を
大
切
に
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
を
構
築
し
て
い
く
。

【
幌
加
内
支
所
　
宮
田
】

幌
加
内
支
所
令
和
８
年
度

農
産
物
出
荷
契
約
を
行
う

令
和
８
年
度
ホ
ク
レ
ン
職
員

農
協
実
習
を
実
施

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（11）（11）



青年部だより

　
Ｊ
Ａ
空
知
青
年
部
連
合
会
北
ブ
ロ
ッ
ク

は
深
川
市
石
狩
緑
地
球
場
で
、
第
50
回
目

と
な
る
球
技
大
会
を
開
催
し
た
。Ｊ
Ａ
き

た
そ
ら
ち
青
年
部
、Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年

部
、Ｊ
Ａ
職
員
ら
１
５
４
名
が
参
加
し
、

８
チ
ー
ム
対
抗
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

行
わ
れ
た
。

　
決
勝
戦
は
、
雨
竜
支
部
と
、
昨
年
準
優

勝
し
た
沼
田
支
部
の
対
戦
と
な
っ
た
。
序

盤
か
ら
白
熱
し
た
試
合
と
な
っ
た
が
、
中

盤
に
大
量
得
点
を
挙
げ
た
雨
竜
支
部
が
５

対
１
で
勝
利
し
見
事
優
勝
を
果
た
す
結
果

と
な
っ
た
。

　
大
会
後
に
は
懇
親
会
も
開
か
れ
、
各
支

部
の
参
加
者
同
士
が
親
睦
を
深
め
た
。
ま

た
、
今
回
で
50
回
目
の
開
催
を
迎
え
た
こ

と
を
記
念
し
、
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

も
実
施
さ
れ
、
深
川
支
部
Ｂ
チ
ー
ム
が
優

勝
を
飾
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
。

　【
営
農
企
画
課
　
坪
】

JA空知青年部連合会北ブロックJA空知青年部連合会北ブロック

第50回球技大会第50回球技大会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

雨
竜
支
部
が
栄
冠
！

6/19
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■令和9年度用肥料について、輸入原料価格は中東情勢の悪化、中国の輸出規制長期化により
市況価格上昇、また為替（円安）による影響、ナフサ価格高騰による物流費・包装容器価格の
上昇などを背景に、化学肥料について加重平均 約２４．７％の値上げとなります。

■肥料コスト低減対策として、水稲・畑作での「あぐりサイクル肥料」（堆肥入りＢＢ肥料）の提案、
また　新規登録イエスクリーン対応有機入り肥料の推進をして参りますので宜しくお願い致しま
す！！

▲令和9年度用温床資材についても、中東情勢の悪化に伴う原材料供給の不安定化により、令
和9年度の当用期受注分は供給ができない可能性が非常に高まっております。

▲資材確保のため、令和9年度に必要な温床資材（ハウスフィルム・シルバーポリなど）は、予
約取りまとめ８月31日までに必ずご注文（予約）をお願い致します。

令和９年度用　肥料・温材一斉推進のお知らせ

～ 堆肥入りＢＢ肥料・イエスクリーン対応肥料のご紹介 ～

◎ あぐりサイクル麦・そば007（有機割合　約15％）
◎ あぐりサイクル豆S310（有機割合　約10％）
※化学肥料は輸入に依存しており、価格が国際情勢に左右
されにくい国産堆肥を活用することで、肥料コスト低減・
安定供給に貢献します。

◎ 水稲亜リン酸入り有機489（有機態チッソ　2.5％）
※有機態チッソが含まれていますので、イエスクリーン栽
培にお勧めです。

新入職員のお知らせ
（キャリア採用）

新入職員のお知らせ
（キャリア採用）

髙橋　更紗

令和8年5月18日付

たかはし さらさ

金融共済部
北竜支所

よろしくお願いします！よろしくお願いします！

肥料・温材推進期間：令和8年７月6日(月)～７月24日(金）
※地区によって推進期間は異なります。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（13）（13）



　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が

日
々
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
現
代
に
お
い
て
、
農
業
経

営
を
安
定
的
に
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま

ず
「
利
益
を
残
し
て
い
く
」

こ
と
が
不
可
欠
で
す 

。

　
今
回
は
、
そ
の
利
益
を
し
っ

か
り
と
手
元
に
残
す
た
め
の

具
体
的
な
第
一
歩
と
し
て
、

「
生
産
コ
ス
ト
の
把
握
と
見
え

る
化
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す 

。

　
一
般
的
に
、
手
元
に
利
益

を
残
す
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
真
っ
先
に
思
い
浮
か

ぶ
の
は
、
生
産
量
を
増
や
す
、

商
品
の
単
価
を
上
げ
る
、
あ

る
い
は
新
し
い
販
路
を
拡
大

す
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
売
上
」

そ
の
も
の
を
上
げ
る
こ
と
で

し
ょ
う 

。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
要
素
を
今
日
明
日

で
劇
的
に
改
善
し
、
結
果
に

結
び
つ
け
る
こ
と
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す 

。
天
候
不
順
に

よ
る
不
作
リ
ス
ク
や
市
場
価

格
の
変
動
な
ど
、
自
ら
の
努

力
だ
け
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
き
れ
な
い
外
部
環
境
の
要

素
が
多
大
に
影
響
す
る
か
ら

で
す 

。

　
そ
こ
で
視
点
を
変
え
、
自

ら
が
経
営
努
力
に
よ
っ
て
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
余
地
の
あ

る
「
生
産
コ
ス
ト
」
を
精
緻

に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す 
。
特
に
近
年
は
、

肥
料
や
農
薬
を
は
じ
め
と
す

る
あ
ら
ゆ
る
生
産
コ
ス
ト
が

高
騰
し
て
い
ま
す 

。
こ
の
よ

う
に
厳
し
い
環
境
に
あ
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、
自
ら
の
経
営

で
か
か
っ
て
い
る
数
字
を
正

確
に
把
握
す
る
（
見
え
る
化

す
る
）
こ
と
で
、
確
実
に
利

益
の
残
る
原
価
構
造
へ
と
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す 

。

　
生
産
コ
ス
ト
を
「
見
え
る

化
」
す
る
こ
と
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
、「
ど
の
作
物
が
、

い
く
ら
で
売
れ
れ
ば
利
益
が

出
る
の
か
」
と
い
う
「
損
益

分
岐
点
（
１
㎏
あ
た
り
の
生

産
原
価
）」
が
明
確
に
な
る
こ

と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
収
穫
し
た

作
物
を
出
荷
し
、
最
終
的
に

通
帳
に
振
り
込
ま
れ
た
金
額

を
見
て
初
め
て
「
今
年
の
儲

け
は
こ
の
く
ら
い
だ
っ
た
の

か
」
と
実
感
し
て
い
た
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん 

。

　
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
コ
ス

ト
が
激
変
す
る
現
在
の
環
境

下
に
お
い
て
は
、
売
上
と
い

う
「
規
模
」
を
追
う
だ
け
で

な
く
、「
手
元
に
確
実
に
残
る

利
益
」
を
い
か
に
管
理
し
確

保
す
る
か
と
い
う
意
識
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
コ
ス
ト
を
把
握
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
第
一
歩
と
し
て
、
日
々
の

農
業
生
産
に
か
か
っ
た
経
費

を「
直
接
費（
変
動
費
）」と「
間

接
費
（
固
定
費
）」
の
２
つ
に

し
っ
か
り
と
分
類
・
整
理
す

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う 

。

•

「
直
接
費
」
と
は

種
苗
代
、
肥
料
代
、
農
薬
代
、

出
荷
用
の
包
装
資
材
な
ど
、

そ
の
作
物
を
生
産
す
る
量
や

作
付
面
積
に
応
じ
て
、
直
接

的
に
増
減
す
る
経
費
の
こ
と

を
指
し
ま
す 

。

•

「
間
接
費
」
と
は

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
機
械
の

減
価
償
却
費
、農
地
の
地
代
、

倉
庫
の
光
熱
費
、
共
済
掛
金

な
ど
、
作
物
の
生
産
量
に
関

わ
ら
ず
毎
月
あ
る
い
は
毎
年

一
定
に
か
か
る
経
費
で
す
。

 

　
こ
の
よ
う
に
経
費
の
性
質

を
見
極
め
て
分
類
を
整
理
し
、

「
ど
の
経
費
に
い
く
ら
か
か
っ

て
い
る
の
か
」
を
日
頃
か
ら

意
識
す
る
だ
け
で
も
、
手
元

に
ど
う
や
っ
て
利
益
を
残
す

か
の
大
き
な
手
掛
か
り
に
な

り
ま
す 

。

　
そ
し
て
、
こ
の
経
費
を
分

け
る
作
業
を
正
確
に
行
う
た

め
に
は
、
何
よ
り
も
日
々
の

こ
ま
め
な
帳
簿
付
け
が
大
切

で
す 

。

　
生
産
コ
ス
ト
を
把
握
し
た

後
は
、
こ
の
数
字
を
「
ど
の

よ
う
に
実
際
の
経
営
に
活
用

し
て
い
く
の
か
」
が
最
大
の

鍵
と
な
り
ま
す
。

　
数
字
を
正
確
に
把
握
で
き

れ
ば
、
た
だ
む
や
み
に
支
出

を
減
ら
す
の
で
は
な
い
「
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
コ
ス
ト
削
減
」

が
可
能
と
な
り
ま
す 

。

　
客
観
的
な
数
字
に
基
づ
く

こ
と
で
、「
こ
の
古
い
機
械
の

更
新
は
見
送
り
、
修
繕
で
対

応
し
よ
う
」「
高
額
な
機
械
を

一
人
で
購
入
す
る
の
で
は
な

く
、
複
数
人
で
の
共
同
利
用

や
Ｊ
Ａ
の
施
設
を
有
効
活
用

し
よ
う
」
と
い
っ
た
、
経
営

者
と
し
て
の
的
確
な
判
断
が

下
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
把
握
し
た
数
字
は
日
々
の

資
金
繰
り
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
も
大
い
に
役
立
ち
ま
す 

。

税理士法人　中央総合会計による税理士法人　中央総合会計による

知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報 第24回第24回

生
産
コ
ス
ト
の
把
握
と
見
え
る
化

　
肥
料
や
種
苗
と
い
っ
た
資

材
の
支
払
い
が
先
行
し
、
売

上
の
入
金
が
後
に
な
る
こ
と

が
多
い
農
業
で
は
、
利
益
が

黒
字
で
も
手
元
資
金
が
シ
ョ

ー
ト
す
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま

す
。
北
海
道
の
Ｊ
Ａ
で
は
ク

ミ
カ
ン
と
い
う
決
済
制
度
が

普
及
し
て
お
り
、
そ
の
リ
ス

ク
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
数
字
が
把
握
で
き
て

い
れ
ば
、
事
前
に
対
策
を
立

て
ら
れ
、
借
入
の
判
断
な
ど

に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
「
生
産
コ
ス
ト

の
把
握
と
見
え
る
化
」
を
テ

ー
マ
に
お
話
し
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
ま
で
タ
イ
ム
リ
ー

に
帳
簿
を
つ
け
て
い
な
か
っ

た
方
や
、
日
頃
か
ら
数
字
に

触
れ
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な

い
方
に
と
っ
て
は
、
少
し
ハ

ー
ド
ル
が
高
く
、
難
し
い
こ

と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん 

。
ま
た
、
コ

ス
ト
の
削
減
だ
け
で
は
抜
本

的
な
解
決
に
は
な
ら
ず
、
限

界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う 

。

　
で
す
が
、
自
ら
の
足
元
の

コ
ス
ト
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
は
、
よ
り
良
い
、
そ
し

て
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を

実
現
す
る
た
め
の
確
実
な
第

一
歩
で
す 

。

は
じ
め
に

「
生
産
コ
ス
ト
の
把
握
と

見
え
る
化
」の
重
要
性

「
生
産
コ
ス
ト
の
見
え

る
化
」の
メ
リ
ッ
ト

ま
ず
は
経
費
を「
分
け
る
」

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
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農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が

日
々
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
現
代
に
お
い
て
、
農
業
経

営
を
安
定
的
に
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま

ず
「
利
益
を
残
し
て
い
く
」

こ
と
が
不
可
欠
で
す 

。

　
今
回
は
、
そ
の
利
益
を
し
っ

か
り
と
手
元
に
残
す
た
め
の

具
体
的
な
第
一
歩
と
し
て
、

「
生
産
コ
ス
ト
の
把
握
と
見
え

る
化
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す 

。

　
一
般
的
に
、
手
元
に
利
益

を
残
す
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
真
っ
先
に
思
い
浮
か

ぶ
の
は
、
生
産
量
を
増
や
す
、

商
品
の
単
価
を
上
げ
る
、
あ

る
い
は
新
し
い
販
路
を
拡
大

す
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
売
上
」

そ
の
も
の
を
上
げ
る
こ
と
で

し
ょ
う 

。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
要
素
を
今
日
明
日

で
劇
的
に
改
善
し
、
結
果
に

結
び
つ
け
る
こ
と
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す 

。
天
候
不
順
に

よ
る
不
作
リ
ス
ク
や
市
場
価

格
の
変
動
な
ど
、
自
ら
の
努

力
だ
け
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
き
れ
な
い
外
部
環
境
の
要

素
が
多
大
に
影
響
す
る
か
ら

で
す 

。

　
そ
こ
で
視
点
を
変
え
、
自

ら
が
経
営
努
力
に
よ
っ
て
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
余
地
の
あ

る
「
生
産
コ
ス
ト
」
を
精
緻

に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す 

。
特
に
近
年
は
、

肥
料
や
農
薬
を
は
じ
め
と
す

る
あ
ら
ゆ
る
生
産
コ
ス
ト
が

高
騰
し
て
い
ま
す 

。
こ
の
よ

う
に
厳
し
い
環
境
に
あ
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、
自
ら
の
経
営

で
か
か
っ
て
い
る
数
字
を
正

確
に
把
握
す
る
（
見
え
る
化

す
る
）
こ
と
で
、
確
実
に
利

益
の
残
る
原
価
構
造
へ
と
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す 

。

　
生
産
コ
ス
ト
を
「
見
え
る

化
」
す
る
こ
と
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
、「
ど
の
作
物
が
、

い
く
ら
で
売
れ
れ
ば
利
益
が

出
る
の
か
」
と
い
う
「
損
益

分
岐
点
（
１
㎏
あ
た
り
の
生

産
原
価
）」
が
明
確
に
な
る
こ

と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
収
穫
し
た

作
物
を
出
荷
し
、
最
終
的
に

通
帳
に
振
り
込
ま
れ
た
金
額

を
見
て
初
め
て
「
今
年
の
儲

け
は
こ
の
く
ら
い
だ
っ
た
の

か
」
と
実
感
し
て
い
た
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん 

。

　
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
コ
ス

ト
が
激
変
す
る
現
在
の
環
境

下
に
お
い
て
は
、
売
上
と
い

う
「
規
模
」
を
追
う
だ
け
で

な
く
、「
手
元
に
確
実
に
残
る

利
益
」
を
い
か
に
管
理
し
確

保
す
る
か
と
い
う
意
識
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
コ
ス
ト
を
把
握
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
第
一
歩
と
し
て
、
日
々
の

農
業
生
産
に
か
か
っ
た
経
費

を「
直
接
費（
変
動
費
）」と「
間

接
費
（
固
定
費
）」
の
２
つ
に

し
っ
か
り
と
分
類
・
整
理
す

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う 

。

•

「
直
接
費
」
と
は

種
苗
代
、
肥
料
代
、
農
薬
代
、

出
荷
用
の
包
装
資
材
な
ど
、

そ
の
作
物
を
生
産
す
る
量
や

作
付
面
積
に
応
じ
て
、
直
接

的
に
増
減
す
る
経
費
の
こ
と

を
指
し
ま
す 

。
•

「
間
接
費
」
と
は

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
機
械
の

減
価
償
却
費
、農
地
の
地
代
、

倉
庫
の
光
熱
費
、
共
済
掛
金

な
ど
、
作
物
の
生
産
量
に
関

わ
ら
ず
毎
月
あ
る
い
は
毎
年

一
定
に
か
か
る
経
費
で
す
。

 

　
こ
の
よ
う
に
経
費
の
性
質

を
見
極
め
て
分
類
を
整
理
し
、

「
ど
の
経
費
に
い
く
ら
か
か
っ

て
い
る
の
か
」
を
日
頃
か
ら

意
識
す
る
だ
け
で
も
、
手
元

に
ど
う
や
っ
て
利
益
を
残
す

か
の
大
き
な
手
掛
か
り
に
な

り
ま
す 

。

　
そ
し
て
、
こ
の
経
費
を
分

け
る
作
業
を
正
確
に
行
う
た

め
に
は
、
何
よ
り
も
日
々
の

こ
ま
め
な
帳
簿
付
け
が
大
切

で
す 

。

　
生
産
コ
ス
ト
を
把
握
し
た

後
は
、
こ
の
数
字
を
「
ど
の

よ
う
に
実
際
の
経
営
に
活
用

し
て
い
く
の
か
」
が
最
大
の

鍵
と
な
り
ま
す
。

　
数
字
を
正
確
に
把
握
で
き

れ
ば
、
た
だ
む
や
み
に
支
出

を
減
ら
す
の
で
は
な
い
「
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
コ
ス
ト
削
減
」

が
可
能
と
な
り
ま
す 

。

　
客
観
的
な
数
字
に
基
づ
く

こ
と
で
、「
こ
の
古
い
機
械
の

更
新
は
見
送
り
、
修
繕
で
対

応
し
よ
う
」「
高
額
な
機
械
を

一
人
で
購
入
す
る
の
で
は
な

く
、
複
数
人
で
の
共
同
利
用

や
Ｊ
Ａ
の
施
設
を
有
効
活
用

し
よ
う
」
と
い
っ
た
、
経
営

者
と
し
て
の
的
確
な
判
断
が

下
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
把
握
し
た
数
字
は
日
々
の

資
金
繰
り
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
も
大
い
に
役
立
ち
ま
す 

。

「安心」が、私たちの商品です。
http://www.csk-i.com

税理士法人
中央総合会計

　
肥
料
や
種
苗
と
い
っ
た
資

材
の
支
払
い
が
先
行
し
、
売

上
の
入
金
が
後
に
な
る
こ
と

が
多
い
農
業
で
は
、
利
益
が

黒
字
で
も
手
元
資
金
が
シ
ョ

ー
ト
す
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま

す
。
北
海
道
の
Ｊ
Ａ
で
は
ク

ミ
カ
ン
と
い
う
決
済
制
度
が

普
及
し
て
お
り
、
そ
の
リ
ス

ク
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
数
字
が
把
握
で
き
て

い
れ
ば
、
事
前
に
対
策
を
立

て
ら
れ
、
借
入
の
判
断
な
ど

に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
「
生
産
コ
ス
ト

の
把
握
と
見
え
る
化
」
を
テ

ー
マ
に
お
話
し
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
ま
で
タ
イ
ム
リ
ー

に
帳
簿
を
つ
け
て
い
な
か
っ

た
方
や
、
日
頃
か
ら
数
字
に

触
れ
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な

い
方
に
と
っ
て
は
、
少
し
ハ

ー
ド
ル
が
高
く
、
難
し
い
こ

と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん 

。
ま
た
、
コ

ス
ト
の
削
減
だ
け
で
は
抜
本

的
な
解
決
に
は
な
ら
ず
、
限

界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う 

。

　
で
す
が
、
自
ら
の
足
元
の

コ
ス
ト
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
は
、
よ
り
良
い
、
そ
し

て
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を

実
現
す
る
た
め
の
確
実
な
第

一
歩
で
す 

。

生
産
コ
ス
ト
を

把
握
し
た
そ
の
先

施
行
日
前
の
相
続

罰
則
規
定

よ
り
良
い
農
業
経
営

の
た
め
に

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（15）（15）



金融共済部からのお知らせ

事務経費は国が負担しているため、払った保険料の全額が運用されます。

詳しくは… https://www.nounen.go.jp

またはお近くのJA窓口までお気軽にお問合せ下さい。
農業者年金基金

農業者の方は、
国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入し豊かな老後を！

知って得する農業者年金

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！
①年間６０日以上農業に従事し、国民年金第１号被保険者（保険料免除を除く。）である２０歳
以上６０歳未満の方、又は６０歳以上６５歳未満の国民年金の任意加入者が加入できます。

②農業者年金は積立方式・確定拠出型で少子高齢化時代に強い。

死亡一時金もあり安心
　８０歳前に死亡した場合には、８０歳までに受け取る農業者老齢年金の現在価値相当額を
一時金として受け取れます。※加入期間等により保険料の払込額を下回る場合があります。

ポイント

１

一定の要件を満たす方には保険料の
国庫補助（月額最大１万円）があります。
　認定農業者で青色申告の方や、その方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方
など、一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額２万円の保険料のうち最高
１万円、通算すると最大で２１６万円）があります。
　この国庫補助は経営継承など一定の要件を満たせば将来特例付加年金として受給できます。
　また、経営継承の時期について年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。

ポイント

2

生涯を通じて税制面で大きな優遇措置があります。
保険料は全額社会保険料控除の対象
●支払った保険料は家族分も含めて全額が社会保険料控除の対象。
●所得税・個人住民税・復興特別所得税が節税になります。
　（支払保険料の１５％～３０％程度が節税。）
●保険料の運用益が非課税　●将来受け取る農業者年金には公的年金等控除は適用されます。
●死亡一時金は非課税です。

ポイント

3

JAきたそらち
本　　所
イチヤン本所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-34-7150
TEL 0164-22-6618
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

安心の
終身年金

（16）（16）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



六月俳句六月俳句六月俳句
●
雨
竜
俳
句
会

　
畑
打
て
ば
去
年
の
小
薯
顔
を
出
し
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
蕗
の
葉
を
丸
め
て
す
く
う
清
水
か
な
　
　
　
　
佐
々
木
待
子

　
ハ
ウ
ス
前
風
で
飛
び
舞
う
桜
か
な
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
枕
元
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
折
り
紙
で
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
離
農
跡
夏
水
仙
が
満
開
に
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
嫌
わ
れ
し
杉
菜
薬
に
な
ろ
う
と
は
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
蛙
鳴
く
合
唱
団
の
募
集
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
石
楠
花
と
ひ
ょ
う
た
ん
池
と
友
の
家
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
雨
降
り
て
子
子
遊
ぶ
桶
の
水
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
夕
景
に
映
え
る
紫
陽
花
咲
き
誇
る
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

　
母
案
じ
思
い
乱
る
る
春
の
宵
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
秀
幸

　
早
苗
植
う
い
と
軽
や
か
に
機
械
音
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

●
土
筆
俳
句
会

　
炎
天
下
犬
も
威
嚇
の
歯
を
見
せ
て
　
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
サ
ン
グ
ラ
ス
掛
け
て
度
胸
の
据
は
り
た
る
　
　
池
田
　
美
知

　
積
み
し
本
選
ぶ
数
分
夏
至
の
雨
　
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
歓
声
の
過
ぎ
し
早
苗
田
風
孕
む
　
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
夏
旅
や
子
の
も
て
な
し
は
神
戸
牛
　
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
運
動
会
本
番
近
し
ピ
ス
ト
ル
音
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
さ
く
ら
ん
ぼ
サ
ン
バ
聞
こ
え
る
道
の
駅
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
星
光
る
家
の
回
り
の
代
田
か
な
　
　
　
　
　
　
沼
田
留
美
子

　
夫
置
い
た
石
に
凭
れ
ん
風
小
満
　
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！

青年部での活動、日々の農作業の様子

などを青年部員が投稿しています♪

ぜひ、フォローしてチェックしてみて

ください！

品
種

性
別

区分
市 場 全 体 きたそらち農協

本年 5 月実績 前年同月実績 本年 5 月実績 前年同月実績

和　

牛

去
勢

出場頭数 1,015 1,073 34 44

平均価格 865,950 744,381 823,576 691,000

め
す

出場頭数 656 732 24 39

平均価格 761,837 628,118 705,950 615,016

交　

雑

去
勢

出場頭数 70 87 0 7

平均価格 448,171 354,946 0 332,200

め
す

出場頭数 255 352 108 125

平均価格 394,197 348,919 373,185 367,171

【平均価格は円・税込価格】

 令和８年度 ホクレン南北海道市場和牛・交雑素牛販売情報 

開催日
5/13～ 5/14
市場成績

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（17）（17）



クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

雨 竜 町　　柳町　幹生　様
深 川 市　　桑野かずえ　様
北 竜 町　　岡部由美子　様

【タテのカギ】
2
3

5

6

8
9
11
13
15
16
17

18

19
20
21

22
23

歯をみがいてきれいにすること。
アフリカの川や湖にすむ、草食の動物。
口が大きく胴が太い。
山野に住む、犬の仲間のけもの。口・
耳がとがり、尾が太く長い。
ある物・人・事がらが、しめている場所。
地点。
物のなめらかな表面から出てくる光。
料理をすること。
話し手が自分を指す言葉。
うでの付け根と胴の間。
飲食物がのどを通っていくときの感じ。
動物の体をおおっている皮。
植物などを育てるために、空気をさえ
ぎって中を暖かくした部屋や建物。
農作物などを人工的に早く成長させる
こと。
便利な器具・機械。「文明の○○」
国の最高権力者。君主
金額などを自動的に計算して記録する
機械
ほしいと思う気持ち。ほしがる心。
地球の周りを約一か月で回っている衛
星。

1
4

7
10

11
12
14
15

17

18
19

20
21

24

打ち破ること。
出入り口や部屋の仕切りの下にわた
す、みぞのある横木。
みつを集めるはちの一種。
岩や石がこわれて、長い間に細か
く変化したもの。地。
自分の家。自分の家庭。
弱々しい声。意気地のない言葉。
崖から流れ落ちる川の流れ。
税金・商品などを納める期日。また、
納入の期限。
音楽や歌に合わせて体を動かして、
何かを表現する。
父や母の父。おじいさん
秋ごろ、赤色の丸い実がなる果物
の木。
一万の一万倍。
歴史上の事件や人物を題材とし、史
実を踏まえて書かれた小説。
動物が口や鼻で吸って吐いたりする
空気。

【ヨコのカギ】

ハガキ・ＦＡＸ・ホームページ応募フォームに、
①クイズの答え　②住所、氏名、年齢
③身近な出来事　④農協だよりに対するご意見ご感想
を記入の上ご応募下さい。当選者は9月号に掲載します。

〒074-0015　　
深川市深川町字メム10号線山3線5850番地
ＪＡきたそらち　農業振興部営農企画課
ＦＡＸの場合は　0164-22-1228
ホームページはこちらのQRコードから

宛　先

※ハガキで応募は、85円分のハガキ、切手をご使用ください。
　ご本人以外による応募は抽選外とさせていただいます。

応募方法

売電金額　2,379,760円（40円/kWh）

・・・ 応募締切　7月31日(消印有効) ・・・

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

令
和
７
年
度
　
１
月
１
日
付

　
青
果
部
　
施
設
課小

倉
　
祐
弥

が選ばれました。が選ばれました。

深川市　太田　輝己　様
深川市　竹内　　啓　様
横浜市　藤井　淑江　様

深川市　太田　輝己　様
深川市　竹内　　啓　様
横浜市　藤井　淑江　様

正解者の中から抽選で3名様に
「農協全国商品券」をプレゼント

組合員の動き
（令和8年5月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,122
124
5,214
249
790

当月末
21
0
33
0
14

脱退
7
4
30
1
3

加入
1,136
120
5,217
248
801

当期首

A B C D E

5月号の答え

「コイノボリ」 

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力
○令和８年５月実績

計画対比

前年対比59,494kWh

発電電力
○累計（R７.12～R８.５）

234,508kWh

＋5,333kWh

＋7,938kWh

計画対比　＋52,718kWh　／　前年対比　＋36,072kWh

1 2 3 4 5

6 7

8 9 10 11
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１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．固定資産の修繕およびリース資産の取得について
６．JA理事との利益相反取引実績について
７．反社会的勢力等との取引状況について
８．マネー・ローンダリング等の取引状況について
９．コンプライアンス事故報告について
10．反社会的勢力等との取引排除にかかる定期確認結
果について

11．マネロン等の防止にかかる対応状況（令和8年3
月末基準）について

12．職員の人事及び業務事故について

13．貸出金の貸付報告について
14．令和8年産米「生産の目安」の取組状況について
15．令和8年度　補助事業の採択結果について
16．令和7年度　新規就農者受入対策助成金の支払
い実績について

17．令和8年度　主要農作物の生育状況（5月15日）
について

18．令和8年度　水稲病害虫防除推進方針について
19．令和7年産　規格外小麦最終精算について
20．令和8年産　畜産販売実績（4月末）について
21．令和8年度　青果・花き集荷販売実績について
22．令和8肥料年度　肥料価格について
23．経済部事業実績について

議案第１号　取引実態並びにマネー・ローダリング
及びテロ資金供与対策の実施状況等に
ついて

議案第２号　外部出資の処分について
議案第３号　職員の夏期手当の支給について
議案第４号　給与規程の一部改正について
議案第５号　貸出金の貸付について
議案第６号　理事者に対する貸出条件の変更承認に

ついて

議案第７号　広域小麦・大豆乾燥調製貯蔵施設増設
に係る取り進めについて

議案第８号　令和8年産　米の取扱いについて
議案第９号　令和8年産　玄そばの取扱いについて
議案第10号　令和8年産　農産物予約前渡金について
議案第11号　共同計算基本要領における重要事項の

決定について
議案第12号　購買手数料の改定について

提 

出 

議 

案

議案第１号　役員執行体制の検討について
議案第２号　役員道内研修の実施について
議案第３号　令和8年度　固定資産現地確認について

議案第４号　令和8年度　JA役員による組合員訪問
活動案について

協
議
事
項

報
　告
　事
　項

第６回理事会 〈令和8年5月28日開催〉 以下の事項について決議・承認されました
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みんなで楽しく植えたバケツ稲。（左：北光保育園、右：音江中央保育園）

まいにちお水を取りかえて、元気に葉っぱがのびてきた！

もっともぉっと大きくなればいいなぁ

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（19）（19）



金融共済部からのお知らせ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

※初診日から１年６か月経過した日またはそれ以前に症状が固定した日以降 

事業収入月額 45万円で、 
配偶者と２人の子ども（18歳の３月末までの未婚の子）がいる場合 

 

病気やケガで働けなくなったときの収入減少例 

収入月額 45万円で、 
配偶者と２人の子ども（18歳の３月末までの未婚の子）がいる場合 
 

※初診日から１年６か月経過した日またはそれ以前に症状が固定した日以降 

“一時金型”と“定期年金型”の２つの型があります。 

①一時金型 ～一時的な支出に備える～ 
【ご契約例】 
加入年齢 30 歳/男性/払込終了年齢 65 歳/共済期間 65 歳満了/ 
共済金額 1,000 万円/年払/口座振替扱い 

【ご契約例】 
加入年齢 30 歳/男性/払込終了年齢 65 歳/共済期間 65 歳満了/ 
共済金額 120 万円/年払/口座振替扱い  

②定期年金型 ～収入の減少や支出の増加に備える～ 
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